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食品安全担当大臣

厚生労働省農林水産省

消 費 者 ・ 事 業 者 等

その他関係行政機関その他関係行政機関

＜食品衛生に関するリスク管理＞
○と畜場におけるＢＳＥ全頭検査の実施、
特定部位の除去・焼却
○BSE発生国からの牛肉等の輸入禁止
○調査・研究
・精度の高い検査法の開発、
・感染メカニズムの解明、異常プリオンの不
活化方法の開発、
・特定部位による枝肉等の汚染防止処理
（せき髄の吸引など）の検討等

＜農林水産物等に関するリスク管理＞
○農場におけるBSE検査の実施
○24ヶ月齢以上の死亡牛の検査
○トレーサビリティーの導入
○飼料・肥料
・反すう動物由来たん白質の牛への給与禁止
・飼料・肥料用の肉骨粉の製造、出荷の一時停止
○輸入生体牛等
・BSE発生国からの生体牛・牛肉等の輸入禁止
・全ての国からの肉骨粉の輸入禁止
○感染源・感染経路の究明

・リスク評価（食品健康影響評価）
・リスクコミュニケーションの実施
・緊急の事態への対応

・リスク評価（食品健康影響評価）
・リスクコミュニケーションの実施
・緊急の事態への対応

食品安全委員会

評価結果の通知、勧告リスク評価の要請評価結果の通知、勧告 リスク評価の要請

１リスクコミュニケーション（関係者相互間の幅広い情報や意見の交換）

ＢＳＥ対策の概要
諸外国・
国際機関等

諸外国・
国際機関等

情報収集・交換



食品安全委員会のＢＳＥに対するこれまでの対応
Ｈ１５．１１．２０

１．関係省との情報・意見交換
○関係機関が連携してＢＳＥ対策を推進するため、農林水産省、厚生労働
省との間でのＢＳＥを含む情報、意見交換等を行う連絡会議を定期的に
開催。
○ＢＳＥ発生時等、速やかに情報を入手。

２．食品健康影響評価の実施
（１）プリオン専門調査会の設置
・８月２７日 内閣総理大臣から専門委員（１２名）の任命

・８月２９日 第１回プリオン専門調査会の開催

（２）食品健康影響評価の実施
○伝達性海綿状脳症に関する牛のせき柱を含む食品等の安全性確保につい
て
ＢＳＥに関するリスクがあるとされる背根神経節が含まれる牛のせき柱を含む食

品等の安全性確保についての食品健康影響を評価。

・７月 １日、厚生労働大臣より意見聴取の要請

・８月２９日、第１回プリオン専門調査会において審議

・９月１１日、第１０回食品安全委員会において審議

・９月１１日、厚生労働大臣に食品健康影響評価の結果を通知

○アルカリ処理をした液状の肉骨粉等を肥料として利用することについて
平成１３年１０月以降、製造、販売等を停止しているアルカリ処理等を行った液

状の肉骨粉等を肥料として利用することについての食品健康影響を評価。

・ ８月２５日、農林水産大臣より意見聴取の要請

・１０月 ７日、第２回プリオン専門調査会において審議

・１０月９日～１１月５日、ご意見、情報の募集

・１１月１３日、第１９回食品安全委員会において審議

・１１月１４日、農林水産大臣に食品健康影響評価の結果を通知

○ＢＳＥ発生国からの牛受精卵の輸入について
平成１３年１０月以降輸入を停止しているＢＳＥ発生国からの牛受精卵を輸入す

ることについての食品健康影響を評価。

・１０月３１日、農林水産大臣より意見聴取の要請

・１１月２７日、第３回プリオン専門調査会において審議（予定）



○牛のせき柱を含む飼料及び肥料の規格等の改正について
背根神経節を含む牛のせき柱が飼料・肥料に含まれないようにするため、飼料の

基準・規格の改正及び肥料の公定規格の改正についての食品健康影響を評価。

・１１月１１日、農林水産大臣より意見聴取の要請

・１１月２０日、第２０回食品安全委員会において審議（予定）

○豚由来たん白質等の飼料への利用について
平成１３年１０月以降製造･販売を停止している豚由来たん白質等を飼料に利用

することについての食品健康影響を評価。

・１１月１１日、農林水産大臣より意見聴取の要請

・１１月２７日、第３回プリオン専門調査会において審議（予定）



農林水産省及び厚生労働省のＢＳＥに対するこれまでの対応

Ｈ１５．１１．２０

○農場段階における対策（農林水産省）
・ＢＳＥサーベイランスの実施
ＢＳＥ検査対応マニュアルを制定し、農場における異常牛・死亡牛の届出のほか、

疑似患畜や中枢神経症状を呈した牛のＢＳＥ検査の実施等のサーベイランスを実施。

（平成１３年１０月１８日）

・２４ヶ月齢以上の死亡牛の検査の実施
２４ヶ月齢以上の死亡牛についてＢＳＥ検査を実施（地理的条件等により実施が

困難な場合を除く。）。（平成１５年４月１日）

・トレーサビリティーの導入
牛肉の生産履歴が追跡可能とするため、全ての牛に標識（耳標）をつけ、牛一頭

（牛海綿状脳症対策措置法（平成１４年７ごとの情報を記録、管理を行う体制を導入。

月４日施行）及び牛の個体識別のための情報の管理及び伝達に関する特別措置法（平成１５年

１２月１日施行））

・飼料・肥料の対策
反すう動物に由来するたん白質の牛への給与を禁止（平成１３年９月１８日）す

るとともに、飼料及び肥料用の肉骨粉の製造及び出荷を緊急的に停止（同年１０月

１日）。

○と畜場における対策（厚生労働省）
・ＢＳＥ全頭検査の実施
全国の食肉衛生検査所（１１７カ所）等におけるＢＳＥスクリーニング検査の一

斉開始。（平成１３年１０月１８日）

・特定部位の除去・焼却を義務付け
と畜場法施行規則の一部改正により、以下を義務付け。

全ての牛の①頭部（舌及び頬肉を除く。施行後１年間は脳及び眼とする。）、②

脊髄、③回腸の一部（盲腸との接続部分から２ｍまでの部分）の除去・焼却

○輸入食品等の対策（厚生労働省・農林水産省）
・ＢＳＥ発生国からの生体牛、牛肉等の輸入禁止（厚労・農水産省）
ＢＳＥ発生国からの生体牛、牛肉及びその加工品、受精卵、卵子、精液の輸入を

禁停止。（平成１３年１月）



・全ての国からの肉骨粉の輸入禁止（農林水産省）
全ての国及び地域からの動物性たん白（肉骨粉等、飼料となる可能性のあるも

の）については輸入を停止。（平成１３年１０月１日）

○感染源・感染経路の究明（農林水産省）
・農林水産省による感染源・感染経路の究明
平成１３年１１月、第１回調査結果の報告。

平成１４年３月、第２回調査結果の報告

・ＢＳＥ疫学検討チームによる感染源･感染経路の究明
農林水産省が設置した「ＢＳＥ疫学検討チーム」が国内で発生したＢＳＥ７頭の

感染源・感染経路について疫学的分析を行った結果、感染源は輸入生体牛又は輸入

肉骨粉に含まれていた異常プリオンたん白質、感染経路は飼料の製造・流通過程に

おける交差汚染の可能性を最終報告。（平成１５年９月３０日）

○調査・研究（厚生労働省・農林水産省）
・ＢＳＥに関する調査･研究を推進
ＢＳＥ検査法・精度管理に関する検討、食肉処理における背割り作業時の脊髄等

の特定部位による枝肉の汚染防止措置に関する検討（せき髄の吸引除去など）、感

染メカニズムの解明、異常プリオンの不活化方法の検討。



厚生労働省のＢＳＥに対するこれまでの対応（食品安全部関係）

Ｈ１５．１１．２０

＜平成１３年＞
９月１０日： わが国初のＢＳＥ発生の疑いについて農林水産省より公表。
（９月２１日： 英国獣医研究所の確定診断でＢＳＥ陽性と判明）

１０月 ５日： 特定部位を含むおそれのある牛由来原材料の点検等を食品
の製造者及び加工者に要請。

１０月１７日：○ と畜場法施行規則の一部改正により、以下を義務付け。
全ての牛の①頭部（舌及び頬肉を除く。施行後１年間は脳
及び眼とする。）、②脊髄、③回腸のうち盲腸との接続部
分から２ｍまでの部分の焼却
○ 食肉処理における背割り時の脊髄による枝肉の汚染防止
措置をとりまとめ、都道府県等に周知。

１０月１８日： 全国の食肉衛生検査所（１１７カ所）等におけるスクリー
ニング検査の一斉開始。

１１月 ２日： 特定部位を含むおそれのある加工食品の自主点検結果の公
表。（加工食品総数…１３２，６４５件。うち、特定部位の
使用、混入又は不明による製品回収等…２２件）

１１月２１日： 第２回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議の開催。（国
内２頭目のＢＳＥと確定診断）

１２月 ２日： 第３回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議の開催。（国
内３頭目のＢＳＥと確定診断）

＜平成１４年＞
１月３１日：○ 第４回牛海綿状脳症（ＢＳＥ）に関する研究班会議結果

を踏まえ、予防的観点から背割り前の脊髄の除去技術の導
入を進めるよう都道府県等に要請。

４月 ２日：○ 第１１回ＢＳＥ問題に関する調査検討委員会を開催。
ＢＳＥ問題に関する調査検討委員会報告書を高橋委員長
から厚生労働大臣及び農林水産大臣に手交。



○ 厚生労働大臣及び農林水産大臣がＢＳＥ問題に関する調
査検討委員会の結果を小泉総理大臣に報告。
○ 廃用牛の円滑な処理体制の確保について、医薬局長より
都道府県知事等あて要請。

５月１３日： 第５回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議の開催。（国
内４頭目のＢＳＥと確定診断）

７月 ４日： 牛海綿状脳症対策特別措置法及び同法施行規則施行。
本法律は、ＢＳＥの発生予防及びまん延防止のための措置
を定めるもので、国や都道府県の責務、基本計画の策定のほ
か、以下のことを明記。
① と畜場におけるＢＳＥ検査の実施
② 特定部位の除去・焼却
③ 特定部位による枝肉等の汚染防止処理

８月２３日： 第６回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議の開催。（国
内５頭目のＢＳＥと確定診断）

＜平成１５年＞
１月２０日： 第９回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議の開催。（国

内６頭目のＢＳＥと確定診断）

１月２３日： 専門家会議委員の検討の結果、国内７頭目のＢＳＥである
との確定診断。

５月２１日： カナダにおいて、ＢＳＥ感染牛が確認され、カナダ産牛肉
及びその加工品について輸入を禁止。

１０月 ６日： 第１３回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議を開催。非
定型的なＢＳＥと確定診断。（国内８頭目）

１１月 ４日： 第１４回牛海綿状脳症の検査に係る専門家会議を開催。
（国内９頭目のＢＳＥと確定診断）

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会伝達性海綿状脳症対１１月１４日：
策部会において、ＢＳＥ発生国の牛のせき柱の食品への使用禁
止等の規制案が取りまとめられた。



農林水産省のＢＳＥに対するこれまでの対応
Ｈ１５．１１．２０

＜平成１３年＞
９月１０日： 我が国初のＢＳＥ発生の疑いについて発表。
（９月２１日： 英国獣医研究所の確定診断でＢＳＥ陽性と判明）

９月１８日： 反すう動物由来たん白質の牛への給与禁止。

１０月 ４日： 肉骨粉等の飼料及び肥料としての輸入・製造･出
荷の一時全面停止。

１０月１８日： ＢＳＥサーベイランス（疑似患畜、中枢神経症
状を呈した牛の検査）の開始。ＢＳＥ検査対応マ
ニュアルの制定。

１１月２１日： 国内２頭目のＢＳＥ発生。

１２月 ２日： 国内３頭目のＢＳＥ発生。

＜平成１４年＞
４月 ２日：○ ＢＳＥ問題に関する調査検討委員会報告書を農

林水産大臣及び厚生労働大臣に手交 （第１１回。
ＢＳＥ問題に関する調査検討委員会）
○ 農林水産大臣及び厚生労働大臣がＢＳＥ問題に
関する調査検討委員会の結果を小泉総理大臣に報
告。

５月１３日： 国内４頭目のＢＳＥ発生。
７月 ４日： ＢＳＥ対策特別措置法（法律第７０号）及び同法

施行規則の施行。
、 、①全ての牛に標識をつけ 牛一頭ごとの情報を記録

管理するための体制整備を義務付け（トレーサビ
リティー 。）



②２４ヶ月齢以上の死亡牛の届出を義務付け。

８月２３日： 国内５頭目のＢＳＥ発生。

１１月２９日： ＢＳＥ検査対応マニュアルの一部改正。サーベ
イランス区分の変更、汚染物品の見直し等。

＜平成１５年＞
１月２０日： 国内６頭目のＢＳＥ発生。

１月２３日： 国内７頭目のＢＳＥ発生。

４月 １日： ＢＳＥ対策特別措置法に基づく２４ヶ月齢以上の
死亡牛の検査開始（地理的条件等により実施が困難
である場合を除く 。。）

５月２１日： カナダにおいてＢＳＥ感染牛が確認され、カナダ
からの牛及びめん山羊並びにそれら動物由来肉製品
等について、緊急に輸入停止。

６月２５日： ＢＳＥ検査対応マニュアルの一部改正。国際基準
の変更に伴い、疑似患畜の範囲の見直し。

９月３０日： ＢＳＥ疫学検討チームによる疫学的分析結果報告
書の公表。感染源は輸入生体牛又は輸入肉骨粉に含
まれていた異常プリオンたん白質、感染経路は飼料
の製造・流通過程における交差汚染の可能性を報
告。

１０月 ６日： 国内８頭目のＢＳＥ（非定型的なＢＳＥ）発生。

１１月 ４日： 国内９頭目のＢＳＥ発生。


